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第 1 章は序論?あり 目的と研究方針を述べている。





第 4 章では 2 次電子放出効率の差を利用した SEM による皮膜破壊の観察方法を考案し， Au 上の
C皮膜の機械的破壊に及ぼす表面組さの影響を明らかにしている。







第 2 章では第 l 編の研究成果を基にして 封入形接点において最も重要な耐粘着特性の評価法の確
立を行っている。
第 3 章では既存材料を含む延べ 100 種類余りの各種材料の耐粘着特性を検討し Ag-Si 内部酸化
合金が耐粘着特性において優れていることを明らかにしている。
第 4章では前章で検討した材料の接触抵抗特性及び放電消耗特性を検討し Ag-Si 内部酸化合金
はいずれの午寺性においても{憂れていることを明らかにしている。
第 5 章では Ag-Si 内部酸化合金について最適 Si 濃度及び最適内部酸化条件を明らかにするとと
もに，金属組織及び Si の状態分析から，接点特性が優れている理由を考察している。
第 6 章では Ag-Si 内部酸化合金を塔載した多接点封止形スイッチを試作し 接点特性が極めて優
れていることを明らかにしている D












立している。この評価法によって延べ 100 種類に亘る各種材料の中から Ag-Si 内部酸化合金を見
出している。従来， Si は接触障害を生じる元素とされているが，本合金をワイヤスプリングリレー，
多接点封止形 (SMM) スイッチに塔載した走行試験では接触抵抗特性においても極めて優れた結果
を得ている。また 本合金について最適 Si濃度 最適内部酸化条件及び金属組織的特徴を明らかに
している。
以上のように，本論文は接点材料の凝着・移転に関して重要な知見を与えるとともに，新しい封入
形接点材料として Ag-Si 内部酸化合金の可能性を示唆するものであり 工学上並びに工業上寄与す
るところが大きい O よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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